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ＥＩＬＳの活用 
小中学校コンテンツバンク（CB）編 

愛媛県総合教育センター 
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コンテンツバンク（CB）の種類を知ろう  【R6.4現在】 

小・中の環境にある主なコンテンツ 

 

 

Aデジタルコンテンツ 

 

 

 

B愛媛新聞社 eスタ学習帳 

 

 

 

C小中学校コンテンツ 

「愛媛学びの森」学習支援サイト 

 

 

 

D県作成各種テスト 

１ 
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Aデジタルコンテンツ 

中学_社会 

小３_社会 

テスト一覧の「CBから追加」をクリックしてテストを作成すると、 

 

 

「チャレンジ２へ」「チャレンジ３へ」とヒントを出してくれるヒント機能の付いた問題を流用できる。 

（P6に詳細あり。） 

デジタルコンテンツは、児童生徒が解答した時点で、

正解・不正解が表示される。 
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B愛媛新聞社 eスタ学習帳 

全中学校  愛媛新聞社 eスタ学習帳 中１、中２、中３ 松山電気軌道 伝承へ記念碑 

全小学校  愛媛新聞社 eスタ学習帳 小３、小４、小５、小６ 松山城 思わぬ秋の「お花見」 
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C小中学校コンテンツ 
「愛媛学びの森」学習支援サイト 

全小学校  小学校用コンテンツ 

全中学校  中学校用コンテンツ 
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D県作成各種テスト 

ふりかえりテスト 

10分間集中テスト 

レベルアップシート 

チャレンジテスト 
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コンテンツバンクから問題を追加する方法は２つある。 

① テスト一覧の「＋追加」からテストを作成し、問題編集の「↓CBから追加」から作成する方法 

② テスト一覧の「↓CBから追加」から作成する方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テストをクリックする。 

コンテンツバンクから問題を追加してみよう 

①の方法 

 「＋追加」をクリック 

・A～Dのすべての問題追加ができる。 

・「A デジタルコンテンツ」のヒント機能

付き（アダプティブ分岐問題）の問題

は、ヒント機能なしの問題になる。 

 

②の方法 

 「↓CBから追加」をクリック 

・A～Dのすべての問題追加はできる。 

・「A デジタルコンテンツ」のヒント機能

付き（アダプティブ分岐問題）の問題

を、ヒント機能ありで追加できる。 

① ② 

２ 
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「＋追加」をクリックする。 
① の方法で問題追加 

学年「〇〇」を選択する。 

教科「○○」を選択する。 

テスト名「〇〇〇〇」を入力する。 

「作成」をクリックする。 

全角  ：英語、算数、数学、理科以外のテスト 

英語  ：英語のテスト 

数式  ：算数、数学のテスト 

化学式：理科のテスト 

漢字の予測変換ができるの
で、テストでは基本 無効 
を選ぶ。 

「制限する」を選ぶと、選択
した学年で習っていない漢字
は変換されない。地名等が変
換されない場合があるので 
制限しない を選ぶ。 

答案を自動返却にすると、すべての採点が終了したら
即返却される。 
一斉に返却したい場合は、しない を選ぶ。 

受験時間を児童・生徒に知らせたい場合は入力する。 

「小テスト」が
選択されてい
ることを確認
する。 
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新規作成したテスト名の「編集」をクリックする。 

「問題編集」をクリックする。 

「↓CBから追加」をクリックする。 

作成したい項目をクリックする。 

学年や教科・科目を選択する。（「すべて」を選択してもよい。） 

「検索」をクリックする。 

追加したいコンテンツ名を選択する。 

（複数選択できる。） 

「選択したコンテンツを流用する」をクリックする。 
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コンテンツバンクからの問題追加と配点設定が完了 

 

「OK」をクリックする。 

「配点編集」をクリックする。 

すべての問題を一括して設定する場合は、

一番上のチェック欄に✔を入れる。 

観点や配点を入力する。 

「保存」をクリックする。 

一問ずつ観点
と配点を入力す
ることもできる。 
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  ヒント機能（アダプティブ機能）の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「↓ＣＢから追加」をクリックする。 

追加したい「Aデジタルコンテンツ」をクリックする。 

学年や教科・科目を選択する。（「すべて」を選択してもよい。） 

「検索」をクリックする。 

② の方法で問題追加 

追加したいコンテンツ名を選択する。（１つしか選択できない。） 

「選択したコンテンツを流用する」をクリックする。 



- 11 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンテンツバンクからの追加が完了 

 

さらに、追加する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追加したいテストを選択し、「問題編集」をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学年」「教科・科目」を入力する。「テスト名」は変更できる。 

「作成」をクリックする。 

！！ 注意 ！！ 
「A デジタルコンテンツ」の問題を追加したテストに、コンテンツバンクにある新たな
問題を追加したい場合は、「Aデジタルコンテンツ」の問題しか追加することができ
ない。（「Aデジタルコンテンツ」の問題がヒント付きの問題であるため） 

 
「B愛媛新聞社 eスタ学習帳」「C小中学校コンテンツ『愛媛学びの森』学習支援
サイト」「D県作成各種テスト」等の問題を追加したテストには、コンテンツバンクに
あるすべの問題が追加できる。ただし、「Aデジタルコンテンツ」の問題はヒントなし
の問題になる。 

「↓ＣＢから追加」をクリックする。 
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コンテンツバンクから新たな問題の追加が完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追加したいコンテンツ名を選択する。（複数選択することができる。） 

「選択した問題を追加する」をクリックする。 

「OK」をクリックする。 
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児童生徒に追加したテストを受験させるための設定をする。 

問題の追加をしたテストを選択して、「属性編集」をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題の追加ができたテストの属性編集をしよう 

答案を自動返却「する」「しない」の選択をする。 

   「する」を選択すると……児童生徒が解答終了した時点ですぐに返却される。 

   「しない」を選択すると…教員が「答案返却」の操作をすると返却される。 

 

「受験可能にする」を選択する。 

定期テストや評価に関わるテストの場合は、自動返却「しない」を選択する。 
朝学習等での小テストの場合は、自動返却「する」を選択する。 
 
自動返却「しない」を設定した場合は、テスト終了後に一括操作で「答案返却」することが
できる。（P16に記載） 

３ 
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テスト一覧から、実施するテストの「実施管理」クリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒が受験できるように設定しよう 

「実施管理」をクリックする。 

「＋受験者追加」をクリックする。 

４ 
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クラス 

 該当学年のクラスを選択する。 

開始予定日時 

 開始の日と時間を選択し ✔ をクリックする。 終了予定日時 

 終了の日と時間を選択し ✔ をクリックする。 

「追加」をクリックする。 

「OK」をクリックする。 
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テスト終了後に答案返却をしよう（自動返却を「しない」を設定していた場合） 

「実施管理」をクリックする。 

返却する児童生徒に ✔ を入れる。 

全選択する際は、一番上に ✔ を入れる。 

返却する全員が「採点済」になっていることを確認する。 

一括操作の     をクリックして 

「答案返却する」をクリックする。 

！！ 注意 ！！ 
返却するために ✔ を入れた児童生徒の全員が「採点済」になっていないと、「答
案返却」を選択することができない。（「割当済」「欠席」の児童生徒が入っていると

返却できない。） 
 
 
以下のどちらかの方法で返却できるようにする。 
 
○ ✔を入れた児童生徒が「採点済」になっていない場合には、「削除する（除外）」
か「受験済に（強制終了）する」にする。 

○「割当済」「欠席」の児童生徒だけ ✔ をはずす。 

５ 
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児童生徒のテスト結果をエクスポートしよう 

「集計分析」をクリックする。 

「成績データ」をクリックする。 

ダウンロードフォルダの中に、 
成績データがエクセル形式で 
保存される。 

合計得点と観点別の得点が表示される。大問別・設問別の得点も表示される。 

６ 


